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月 5 日 、 日 本 時 間 午 後 7 時 21 分 。 山 崎 直子 
宇宙 飛行 士 を 乗せ た スペ ー ス シャ トル [ディ 
スカ バリ ー 号 ] の 打ち 上 げ を 、 固 嘩 を 飲ん で 
見 守っ た 方 も 多い こと で し ょ う 。 ロ ボッ ト 
アー ム 操 作 や 物資 輸送 の 責任 者 と し て 、 さ ら に 、 シ ャ トル 
ミッ ショ ン に か か わる 最後 の 日 本 人 宇宙 飛行 士 と し て 、 山 
崎 宇宙 飛行 士 は 旅立ち まし た 。 宇 宙 か ら 届 いた 「 瑠 璃 色 の 

地球 も 花 も 宇宙 の 子 ] の 句 に 、 山 崎 宇宙 飛行 士 は どん 
な 思い を 込め た の で し ょ うか 。 人 巻頭 特集 で は 宇宙 滞在 15 
日 間 に 迫り ます 。 そ し て いよ いよ 、6 月 13 
日 に 搭載 カプ モル の 地球 帰還 が 予定 き 
れ て いる 小惑星 探査 機 | は や ぶる 」。 
世界 初 の サン プル リタ ー ン を 迎え 
る の は 、 世 界 最 高 水準 の キュ レー 
ショ ン 設 備 で す 。 小 惑星 の カケ 
ラ が どの よう に 分 析 さ きれ て いく 
の か 、 相 模 原 の 宇宙 科学 研究 所 
に ある 設備 を レポ ー ト し まし 
た 。 さらに 2013 年 の 打ち 上 げ 
を 目指 し て 開発 が 進む 陸 域 観測 
技術 衛星 2 号 「ALOS-2」 ゃ 、 
5 月 21 日 に 打ち 上 げ ら れ た 金星 
探査 機 「 あ か つき 」 な ど 、 今 号 も 
JAXA の 最新 情報 満載 で お 届け 
いた し ます 。 
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特集 日 本 人 宇宙 飛行 士 最後 
シャ トル ミッ ショ ン 
山崎 直子 宇宙 飛行 士 

宇宙 へ の 夢 を 実現 し た 15 日 間 
[若田 光一 宇宙 飛行 士 イ ンタ ビュ ー] 

シャ トル ミッ ショ ン で 培っ た 経験 を 活か し 

人 類 の 未来 を 生み 出す 有人 宇宙 活動 へ 


「 だ いち 」 か ら 'ALOS-2」 へ 
澤 右 二 68.2 プ ロジェ クト マネ ー ジ ャ 
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「 あ か り | の 全 天 サ ー ベ イ 観測 の 成果 
“赤外線 天体 カタ ログ "を 世界 に 公開 ! 


小惑星 探査 機 [ は や ぶさ ] 亡 骨 間 近 
人 類 初 の 試料 を 扱う 
「 キ ュ レ ーション 設備 」 


藤村 吉 夫 宇宙 科学 研究 所 ・ 固 体 惑 星 科 学研 究 系 教授 
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HTV で 届け られ 、 野 口 宇宙 飛行 士 が 育て た 
芸術 と し て の 「 宇 宙 庭 」 

松井 紫 朗 京 者 市立 芸術 大 学 准 教 授 


Person Interview 
日 本 の 衛星 測位 シス テム の パイ オニ ア と し て 
準 天頂 衛星 の 運用 を 支え る 


ユー N ライ ト ハ ウス テク ノロ ジー・ ア ンド ・ 
前 田 裕昭 コン リル ティ ング 株 ) 代表 取締 役 社長 


JAXA 最 前 線 


ウェ ブ マ スタ の と っ て お き 、 お すす め コ ン テ ン ツ 
JAXA ウ ェ フ サイ ト を 見 よう ! 
世界 の 雨 分 布 速報 

グ 陸 域 観 測 技術 衛星 「 だ いち ] に よる 

アイ スラ ンド 火山 噴火 に と も な う 緊 急 観測 


表紙 : デ ィ ス カバ リー 号 の 飛行 10 日 目 、 

ISS 観 測 用 モジ ュー ル の キュ ー ポ ラ に て 。 

右 下 か ら 時 計 回 り に 、 ト レー シー・ カ ー ド ウェ ル 、 
山崎 直子 、 ド ロ シ ー・ メ カフ ・ リ ン デ ン バ ー ガ ー、 
ステ ファ ニー・ ウ ィ ル ソン 宇宙 飛行 士 。(NASA 提 供 ) 
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ISS へ の 物資 輸送 に 活躍 する の が 、 多 目的 補給 モジ ュー ル 。 
シャ トル の 貨物 室 に 搭載 され 、ISS に ドッ キン グ 後 、 ク ルー が ラッ ク や 
ゃ 拉 給 品 を 搬入 ・ 搬 出 。 再 ボ シャ トル に 積み 込ん で 地上 へ と 帰還 する 。 
イタ リア 宇宙 機関 に よっ て 3 機 開発 され 、「 レオ ナル ド | の ほか 
「 ラファエロ [ドナ テロ | と 、 イ タリ ア の 偉人 に ちな ん だ 愛称 を も つ 。 


ーー テウ スタ ーー 直 | 


「 レ オナ ルド ] 


うし 
大 き さ 約 4.57m( 直 径 )X 約 6.4m( 長 さ ) 2 
搭載 可能 ラッ ク 総 数 16 ラ ッ ク 
質量 4.45 ト ン ( 物 な し ) 
搭載 可能 重量 6.8 ト ン 
クル ー の 個室 実験 を サポ ー ト する 実験 装置 収納 ラッ ク 試料 を 保管 する 冷凍 ・ 冷 蔵 庫 ISS の 窓 を 利用 し た 観測 用 ラッ ク 筋 姜 縮 抵抗 研究 ・ 運 動 シ ステ ム 


衣服 を 着脱 で きる ほど の スペ ー ス に 、 


ISS の 実験 装置 に 対し て 、 電 力 、 通 


空気 循環 、 温 度 調節 、 身 体 を 固定 す 
る 器具 、 パ ソコ ン 等 を 使用 する た め の 
電源 や LAN な ど が 装備 され て いる 。 


【 そ の 他 】 島 無 重 量 保管 ラッ ク 


補給 品 保管 ラッ ク 


信 、 真 空 排気 、 窒 素 ガス 、 冷 却 、 さ ら 
に 機械 的 な 取り 付け イン タフ ェ ー ス 
を 提供 する 。 


補給 品 保管 台 な ど 


宇宙 で の バイ オ テ ク ノロ ジー や ライ 
フサ イエ ンス 実験 に お いて 、 試 料 や 
薬剤 を 低温 で 保管 する た め に 欠か 
せな い 装 置 。 


デス ティ ニー (米国 実験 棟 ) の 窓 間 

分 に 設置 。 地球 や 宇宙 の 画像 収集 
用 カメ ラ な どの 機器 を つなぎ 、 地 球 
科学 ペイ ロー ド と し て の 役割 を も つ 。 
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筋肉 ・ 骨 格 組織 に 関す る 微小 重 カ 
環境 で の 効果 を より 理解 する た め 、 
筋骨 格 、 生 体力 学 、 神 経 筋 に 関す る 
人 間 生 理学 の 研究 を 行う 。 
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トカ バー) 


リハ ー サ ル に 用 いら れ た 
帰還 カプ セル の レプ リカ 


背面 ヒー トシ ー ル ド 
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清掃 し た 布 ( 
ング (採取 ) し 、 


カプ セル 清掃 
ダス ト も 保管 
袋 の 中 は 純粋 な 窒素 で 満 
表面 を 
NN 


大 き な 輸 送 用 ケー ス 、 小 さ な ケ ー ス 
と 順に 開け て いく と 、 
され て いる 。 
つい た ダス ト ) 
窒素 も サン プリ 
こ 保管 する 。 
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次 を 現す 。 


「 惑 星 試料 処理 室 」 に 
照 用 


X 


r 空 機 


用 先進 複合 材 の 研究 チー ム の も つ 設 
備 と ノウ ハウ を 借り る 。 


ら 守る 「 熱 


号 な ど を 制御 
制御 材 ] を 取り 除く 準備 の た め 。 部 


「 サ ンプ ルコ 
Y@6eG ら Le 


も 必要 で し た 」 (藤村 教授 、 以 下 同 ) 。 
いっ た ん 入っ た 空気 は クリ ー ン ルー 


ー コ ン 人 
部 分 や 


BS の 誠 ハ シン ショ 
還 時 の 熱 か 
工作 機械 !? 


CT の 画像 デー タ を 参照 し な が ら 、 


帰 
戻さ な い | 独立 排気 エリ ア ] 


クリ ー ン ルー ム !( 


Nm 


シン ジッ 
設置 され て いる 。 


布 航空 宇宙 セン ター に 持ち 込み 、 

線 CT で 内 部 を 

材 固定 の ネジ の 穴 は 埋め られ 、 帰 還 
時 の 熱 で 焼け て 焦げ て いる は ず 。 埋 
まっ た ネジ の 頭 を 探す た め 、 

工作 機械 を 使っ て 分 解 ・ 解 体 する 。 
[前 リク ズ な ど が 出る の で 、 ふ つう 
クリ ー ン ルー ム 内 に 工作 機械 は 置き 


ー ト 開 傘 や ビ 


識 に 入っ た 状態 の まま JAXA の 
する 電子 回 路 


ませ ん 。 で す が 
ム 内 ( 
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ささ ささ の ざ 滞 


内 部 の 気圧 を 
推定 する 

クリ ー ン ルー ム の 最も 奥まっ た 部 屋 
に 置か れ て いる クリ ー ン チャ ン バ ー 
の 第 1 室 に 、 開 封 機 構 ご と サン プル 
コン テ ナ を 組み 込む 。 ク リー ンチ ャ 
ン バ ー 第 1 室 の 内 部 の 気圧 を 調整 し 
な が ら 、 サ ンプ ルコ ン テ ナ の フタ を 
わずか に 上 下 に 動か す 。 フ タ と コ 
ン テ ナ は 金属 同士 で 密着 し て いる 
が 、 弾 性 変形 の 範囲 内 で わずか に 動 
く 。 ど れ ほ ど 動 いた か を 精密 に 計測 
し 、 内 部 の 気圧 を 推定 する 。 
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。etee と 0 当 兄 洒 芝 


Sr 定 ぶ ooooo・ ら し て 


使 底 


キャ mW い 渡 選 台 民 対 S 落 國 
ぶ き い て 選 麗 層間 時 符 有 忍 XS 


。 ば は き w し ざき oe 寺 選 史 

国 落 。+ 呈 陣 溢 SeS 洗 誰 穫 
語 @ 誠 混 ぶ 

当 S き ざさ すさ , 計 せま の の の の の 


さ み 喧 ば くぎ ざ 癌 全 台 r 上 
悪 如 貴 ず 池 選 庄 層 ミ NN キ 


ぐ … 


or の と 避 吉 難 妨 SS 当 高 生 
ww 季 避 % 半 2Y 北 の W 旧 の 絡 ば 


igー ロー ド セ ル 


赴 才 ーーー 後 動 用 マイ クロ 


専用 の 開封 機構 」 に 再度 、X 線 で 
組み 込む CT 撮影 


サン プル コン テ ナ を 「 試 料 準備 室 」 
に 持ち 込み 、「 開 封 機構 | に セッ ト 。 
フタ を 押さ えつ けた 状態 の まま ラッ 
チ を 外す 。 


分 解 加 工 が 終わ っ た 段階 で も う 一 度 
調布 に 運び 、 再 び X 線 CT 撮影 。 内 
部 の 詳細 や 、 サ ンプ ルコ ン テ ナ の フ 
タ の シー ル 状 況 や 、 ラ ッ チ 機 構 ( 金 
属 の ツメ ) の 確認 な ど を 行う 。 ち な み 
に この フタ が 閉じ られ た の は 2007 
年 の 1 月 。 傷 ん だ リチウム 次 電池 
に 半年 か け て じっくり 充電 し 、 そ の 電 
力 を 使っ て フタ を 押し 込ん だ 。 


左 : ラ ッ チ 部 の CT 像 
3 が ジリ レニ | ジジ ジョ 
(プロ トモ デル ) 


アー ム 
サン プル キャ ッ チ ャ ー 


開封 軸 


コン テ ナ 
微動 ガ イド 
。 
接触 式 変位 セン サ 
コン テ ナ 表 面 を 
徹底 洗浄 


メー タ ヘ ッ ド 
ます 高 純度 の 窒素 ガス を 吹き 付け 
る 。 次 に ドラ イア イス 粉末 を 吹き 付 
け 、 気 化す る 炭酸 ガス の 勢い で ダス 
ト を は じき 飛ば す ( ニ ド ラ イア イス ブ 
ラス ト 法 ) 。 最後 に 大 気圧 プラ ズ マ 
洗浄 で 、 表面 の 金属 の 層 を 薄く 剥ぐ 。 
フタ の 隙間 の 溝 も 極細 ノズル の 真空 
掃除 機 で 可能 な 限り キレ イ に する 。 


ok 層 


コス メ 厳 禁 で 

クリ ー ン 度 を 維持 
[惑星 試料 処理 室 へ 開封 機構 ご と 
移動 。 クリ ー ン ルー ム は 趣 純 水 で 定 
期 的 な 床 掃除 が 行わ れる 。 人 間 が 最 
大 の 汚染 源 で ある た め 、 一 度 に 入室 
で きる 人 数 は 制限 さ 0 
整 胡 料 を 付け た まま の 入室 は 
人 る まで に 上 き 物 を 2 詩 え る 
必要 が ある ーー ョ 」 


4 リリ 
ニー ジル 5 
の 環境 維持 
は 徹底 され ら @ - 

(class 1,000) (class 1.000) 
て いる 。 看 

了 (class100- 1.000) 
が 市 て も ア 主 まま チ が 常 を で 密封 持 さ る み し タ を 
使 内 い 非 を 要 す す \ ま 必 に 役 1 行 閉 は きら 立 ま 号 傘 
え を の ま 常 ン 事 ご が べた 要 旗 を た い ぉ る ク れ に て す を 回 
た 工 す に や 業 の に | サ な ん 的 記 ま れ リ て や な た か 
の 場 た 少 ネ 者 思 れ の と の の に 全 す た 1 や リ 検 寺 殖 6 
潮 で まな え の 素 は 内 すす 史 で が クル キル 合 は し 胡 
倍 作 た い ガ に 液 部 9 お ご | M を 知 へ 実 
洛 ら ま エ ネス ら 体 は 折 リル / の ルム サ すめ 行 時 分 に 
これ 近 場 ろ の の い 宇 志 う "| に 人 クチ の ン 高 2 や 析 回 
た の か 演 本 を き 人 a ン す こと リャ 中 い 部 探 機 収 
運 法 不 質 も 系 開 味 ル ぁ る に ] ン で 和 半 凛 屋 浴 取 
な を 彼 の 5 方 全 `* か で ク ヶ 1 た 和信 ン ぷ は 谷 環 生 査 周 こ 
こ 体 相 仕え を 全 ら 満 及 ム ち な る 1 を 回 境 征 機 に る 
> 調 リ め チ な ミ り 

で 素 原 れ 分 いのり し ン 境 非 の ン 中 開 維 ^ ふ 組 布 カ 


気体 さえ 漏らさ ず 
キャ ッ チ 

開封 時 、 第 1 室 の 気圧 を コン テ ナ 内 
圧 に 合わ せる の は 、 気体 を 噴出 / 流 
入 させ な いた め 。 ま た その 際 、 チ ャ 
ン バ ー 内 の 気体 は 複数 の ボン べ で 採 
集 。 質量 分 析 器 を 使っ て その 場 で 開 
封 を 検知 する 。 

[真空 の 中 宙 で 採取 され た サン プル 
か ら な ぜ ガ ス が ? と 思わ れる か も 
し れ ま せん が 、 た と え は 大 陽 風 や 宇 
軍 線 の 粒子 に 由来 する ガス が 、 サ ン 


石英 製 の 皿 で プル か ら 揮 発する か も る しれ な いで す 
受け 止め る か ら ] 
サン プル キャ ッ チ ャ ー を 傾け 、 こ ぼ 
上 : ク リー ンチ ャ ン バ ー 第 2 室内 部 で の サン れ 落 ち た サン プル を 石英 の 皿 に 取り 


プル 取り 扱い 試験 の 様子 
下 : サ ンプ ル 配 布 用 の 石英 容器 ( 封 止 部 分 ) 


の 


科 量 し 
石英 容器 に 封 止 
配布 用 の 石英 容器 は 特許 技術 。 衝 量 
装置 も 特注 品 。 
「 室 素 ガ ス と 空気 と の 密度 の 違い で 、 
物体 に か か る 浮力 に 差 が 生じ る 。 そ 


分 ける 。 出 て こ な け れ は ば 特殊 な ヘラ 
で か き 出 す 。 

[顕微 鏡 で 見 な が ら 、 も ら さ ず 回 収 
し ます 。 た だ 相手 が 小さ い の で 、 こ 
の 作業 に は 非常 に 時 間 が か か る 


回 … 


回 … 


コン テ ナ は 
真空 環境 で 保管 
コン テ ナ 内 部 か ら サ ンプ ルキ ャ ッ 
チャ ー を 取り だ す 。 コ ン テ ナ 部 分 は 
超 高 真 空 が 維持 され た 環境 で 保管 さ 
れ 、 将 来 の 分 析 に 備え る 。 


うし た 補正 も 加え る な ど 改 造 を 施し 適 伝 子 工学 の [ 今 の 科学 で は 不可 能 な こと も 、 未 
て いま す ] ツー ル を 応用 来 の 科学 者 に は 可能 に な っ て いる で 


人 


初期 分 析 チ ー ム に 
サン プル 配布 
この 後 、 初 期 分 析 チ ー ム に サン プル 
が 配布 され る 。 分 析 技 術 や ハン ドリ 
ング の 体制 に つい て 、 上 厳し い 審 査 と 
実技 試験 も 含む 選抜 を 経た ナー ム を 


必要 に 応じ 「 マ イク ロマ ニ ピ ュ レ ー 
タ 」| を 使用 。 先 端 直径 が 1um ( マ 
イク ロメ ー ト ル ) 以下 の 石英 針 で サ 
ンプ ル を 扱う 。 

[遺伝子 工学 で 、 細 胞 核 の 中 に 遺伝 
子 を 注入 する と き な ど に 使わ れる 極 
細 の 針 を 応用 し た も の で す 。 対象 物 


が 小さ い の で ハン ドリ ング に は 静 電 議 議 


気 を 利用 し て いま す 。 針 の 中 空 部 分 
に 電極 を 入れ て お り 、 試 料 な ど を 入 
れ た 忠 の 下 の ス テー ジ と 、 促 の 内 部 


し ょ う 。 後世 の 人 た ち に 見 る 目 が な 
か っ た ね と 言わ れ な いよ う 、 キ チン 
と し た 形 で 保管 し ます ] 


中 心 に 、 北 海道 大 ・ 茨 城 大 ・ 東 京 大 ・ の 電極 の 電位 差 を 制御 する こと で 、 
首都 大 学 東京 ・ 大 阪 大 ・ 岡 山大 ・ 九 試料 を 吸い 付け た り 落 と し た りす る 
州 大 の 研究 者 な ど で 構成 され て いる 。 わけ で す ] 
セル ロイ ド の 下敷 き を こす る と 髪 の 
毛 や ホコ リ が 吸い 着く の と 同じ 原理 。 
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金 生 探査 機 
あか つき 
「 ち 上 げ 


年 5 月 21 日 、 金 星 探査 機 「 あ 
き 」 が 種子 島 宇宙 セン ター か 
ら 是 IA ロケ ッ ト で 打ち 上 げ 
られ まし た 。 地 球 環 境 の 成り 立ち 
と 行く 未 を 読み 解く 手がかり を 求 
め 、 地 球 の 双子 惑 早 と も いわ れる 設 記 
金星 の 気候 の 仕組 み を 探り ます 。 
「 あ か つき 」 は 今後 、 約 半年 を か 
け て 金星 の 軌道 に 到達 する 予定 で 
す 。「 あ か つき 」 と 相乗 り で 打ち 
上 げ ら れ た 小型 ソー ラー 電力 モイ 
ル 実 証 機 [TKAROS (イカ ロス )」 
は 数 週間 後に 山 を 広げ 、 薄 膜 太陽 
電池 に よる 太陽 光 発電 や 、 光 子 填 齋 
に より 推進 力 を 得る こと の 世界 初 語 診 記 
の 実証 を 目指 し ます 。 - 


「 あ か つき ]」 は 、 搭 載 機器 の 機能 確認 や 姿勢 軌 | 
道 制 御 を 行い な が ら 、12 月 初旬 の 金星 周回 
軌道 へ の 投入 準備 を 進め て いく 
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野口 聡一 宇宙 飛行 士 
月 2 日 に 地球 へ 


年 12 月 か ら 始 まっ た 野口 宇 

行 士 の 長期 滞在 ミッ ショ ン 。 
第 22 次 /23 次 長期 潜在 クル ー の 還 
フラ イト エン ジニ ア と し て 、[ き 
ぼう 」 日 本 実験 棟 の 基本 性 能 の 確 
立 や 、 さ きま ざ まな 無 重 量 実験 を 実 
施し て きま し た が 、 い よい ょ 地球 | 
へ 帰 司 目前 と な り ま し た 。 6 月 2 議論 
日 に ソユーズ 宇宙 骨 に 搭乗 し 、 帰 議 
還 予 定 で す 。 


、、、 | ISS の 結合 用 モジ ュー ル 「 ユ ニテ ィ ] で 
作業 中 の 野口 宇宙 飛行 士 (NASA 提 供 ) 


アア 


\ 
/ 

ロ 
に ンー 


つう い 
CO 
貴 寺 圭 注 洪 虹 状 ロ 


セ NOI ユ 内 ロ INI 


レス 
ン 
w 


一 小 悼 
病 〇 ー 寺 


中 - 円 ご 円 品 , 


さす 「 


日 本 の 技術 力 を 結集 し て 誕生 し た HTV は 、 今 活 て 資 ぺ に か 技 わ HH ドロ れ シ で の 設 に た Ii 
ISS 計 画 に 無く て は な ら な い 存 在 後 動 「 を | 成 秒 術 せ エッ ボ た ョ あ で 備 実 "AB や 
も に ま 輸 ス 功 速 が る V キ ッ 位 ン る す に 用 日 X ロ 学 
全 当 人 と 全便 まき さら 上 
中 な で Y ま mm 用 め T グ ア に TI[ 工 宇 し き 産 ほ ツ 正 日 
INF ロ R ロ IMATION な さよ も に SMJ 生 SV まあ の か よ ま る 
[ 続 る 来る ん た の れ 世 S ま ム 止 S は ス 毎 た 技 衝 の を 産 
JAXA き 用 の 唯 た て 課 。 界 の す に し ー ビ テ 年 草 箱 社 旧 表 
えま する まま まれ 4 ます でも も 
* 際 ッ イ 高 っ 後 直 際 シ 彰 的 賞 科 一 H 術 
ボン ウム 2010」 汗 連 人 二 し ち も うら 系 っ よ ド 年 き し な は 和 芝 に 〒 
月 8 に 開催 人 衣 よ まえ (ペク が か が 810 潤い 弄 を し も りこ 
es 9 嘩 べ ー グ ヽ ヒー 
乾 て 人 生 放 る と も ん を すま Sm 人 2 提 る 産め まう の 
・ 有 楽 町 の 「 朝 日 ホー ル 」 で 、 宙 し 物 ス グ ず の 合 る れ の 離 | 機 も 業 年 し た 文 


8 日 18 時 半 か ら TAXA シン 
ポジ ウム が 開催 され ます 。 ナ ビ 
ゲー ター に 東京 大 学 大 学院 理学 系 
研究 科 の 横山 広美 准 教授 を 迎え 、 
宇宙 ステ ーション 補給 機 で ある 
[HTV」 で 培 わ れ た 輸送 技術 の 展 
開 や 、「 き ば ぼう 」 日 本 実験 棟 の 利 
用 状況 な どの テー マ で トー クセ ッ 
ショ ン を 行い ます 。 先 着 750 名 
様 の 事前 申し 込み 制 で す の で 、 参 
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7 [ 凍 の 旅 を 終え 
ノ か 惑 惑星 星 抹 査 機 ( ょ よ やぶ さ |」 
也 球 帰 司 迫る 


帰還 へ 向け て 慎重 な 運用 が 続 
いる 小 世 星 探査 機 | は や ぶ 


加 希 望 の 方 は JAXA ウェ ブサ イ さき 」。 小 惑星 の サン プル が 人 人 っ て 
ト か ら お 申し 込み くだ さい 。 いる と 期待 きれ る カプ セル の 再 突 
申込 先 URL 人 入 の 日 時 は 、 現 在 の 計算 に よる と 、 
https://www.science-event.jp/ 6 月 13 日 日 本 時 間 23 時 頃 。 着 
jaxasympo2010/ 陸 場 所 は オー スト ラリ ア に ある ウ 
携帯 電話 か ら も お 申し 込み で きま す 。 ー メ ラ 地 区 の 予定 で す 。 今後 「 は 
http://mobilejaxajp/ 1 さき 」 は 、 精 密 に 落下 させ る た 


JAXA's 


宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 No.()32 


発行 企画 但 JAXA( 宇 宙 航 空 研究 開発 機構 ) 


編集 制作 信 財 


団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 


デザ イン 欠 Better Days 
印刷 製本 人 株 式 会 社 ビ ー・ シ ー・ シ ー 


2010 年 6 月 1 日 発行 


JAXA' 編集 委員 会 
委員 長 的 川 要 宣 


副 委 員 長 舘 
委員 
顧問 


阪本 成一 寺門 和 夫 。 
山根 一 眞 


和夫 
喜多 充 成 


め に 数 回 の 軌道 修正 (TCM) を 
実施 し て いき ます 。 特 設 サ イト 「 は 
や ぶさ 、 地 球 へ 一 帰還 カ ウン ト ダ 
ウン 一 」 で は 、 随 時 最新 情報 を お 


知ら せ し ま す の で 、 ぜ ひご 覧 くだ 目 


きい 。 
http://hayabusajaxa.jp/ 


カプ セル が 回 収 さ れる 予定 の ウー メラ 
地区 は 、 オ ー ス トラ リア 南西 部 に 位置 する 


ウェ ブ マ スタ の と っ て お き 、 お すす め コ ン 


テン ツ 


JAXA ウ ェ ブ サイ ト を 見 よう ! 


JAXA は 多く の 人 工 衛星 や 探査 機 を 運 
用 し て いま す が 、 中 で も 私 た ちの 生活 に 
密着 し た 人 工 衛星 と し て 、 地 球 の 降雨 や 
水 を 観測 する 衛星 が あり ます 。 ア メリ カ 
と 共同 開発 し 、1997 年 に 打ち 上 げ ら れ た 
「TRMM] は 12 年 以上 経っ た 今 も 現役 で 、 
熱帯 か ら 亜熱帯 地方 に か け て の 降雨 の 分 布 
を 観測 し て いま す 。 ま た 2002 年 に 打ち 上 
げ ら れ た アメ リカ の 衛星 [Aqual に は 、 
JAXA の セン サ 「AMSR-E| が 積ま れ て 
お り 、 海 面 温度 や 海水 、 積 雪 、 水 蒸気 な ど 
水 に 関係 する も の を 観測 する こと が で きま 
す 。JAXA で は 、 こ れ ら 人 工 衛星 が 観測 
し た デー タ を 、 皆 さん に 分 か りや すい 形 で 
イン ター ネッ ト 上 に 公開 し て いま す 。 

「 世 界 の 雨 分 布 速報 | で は 、 気象 衛星 が 観 
測 し た 雲 の 様子 と 、TRMM や Aqua が 観 
測 し た 世界 の 雨 分 布 を 重ね 合わ せ て 、 準 リ 
アル タイ ム に デー タ 公 開 し て いま す 。 最新 
の 雨 の 分 布 の 動き を 動画 で 見 る こと も 可能 
で す 。 普段 、 私 た ち が 天 気 予報 な ど で 見 て 
いる 地図 の 範囲 は 日 本 周辺 だ な け で す 。 こ の 
「 世 界 の 雨 分 布 速報 ] で は 、 地球 全体 で 雲 や 
雨 が 活動 し て いる こと が 良く 分 か り ま す 。 

パソ コン に 「Google Earth] を 入れ て 
いる 方 は 、「TRMMxGoogle EarthTM 


研究 室 | (http://www.eorc.jaxa.jp/TRMM/ 
data/tmmxge/google_earth_j.html)) か ら 
デー タ を ダウ ン ロ ー ド し て みて くだ さい 。 
Google Earth 上 で 地球 儀 を 動か し な が 
ら 、 こ れ ら の 情報 を 見 る こと も 可能 で す 。 
雲 の 様子 や 海水 温 な どの デー タ か ら 、 台 風 


の 卵 を いち 早く 発見 で きる か も し れ ま せ 
ん 。 こ こ 数 年 、 異 常 気象 に より 世界 規模 で 
杜 雨 な ど に よる 水害 が 増加 し て いま す 。 そ 
ん な 中 、 人 工 衛星 の さま ざま な セン サー を 
使っ て 、 宇 宙 か ら 状 況 を 正確 に 把握 する こ 
と の 重要 性 も 増し て くる で し ょ う 。 


世界 の 雨 分 布 速報 http://sharaku.eorc.jaka.jp/5SMaP/inde j.htm 


世界 の 雨 分 布 速 報 
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>> 登録 され た 方 は こち ら 


>> English 
Date: |2010 yl/|5 マ /|25 マ 


回 責 加 。 


csr-osse | UTC 
最 新 画像 


最 絵 更新 : 2010 年 05 月 25 日 178315 分 06 秒 (JS①D 
(2010/05/25 081506 UTC) 


INEWS 。 
陸 域 観測 技術 衛星 | だ いち 」 に よる 
アイ スラ ンド 火山 串 火 に と も な うつ 緊急 観測 


0 


逐次 き 


2010/4/21 


エイ ヤ フ ィ ヤ ト ラ ヨ ー ク トル 氷河 の 火山 火口 付近 の 拡大 画像 。 


4 月 21 日 に は 、 火 口 付 近 か ら 出 る 噴煙 の 量 と 勢い が 
17 日 に 比べ て 玉 く な っ て いる 様子 を 確認 で きた 


2010 年 4 月 14 日 、 ア イス ラン ド の 首都 
レイ キャ ビク の 東 に 位置 する エイ ヤ フ ィ ヤ 
トラ ヨー クト ル 氷 河 の 火山 が 噴火 し 、 大 量 
の 火山 灰 に より イギリス や ヨー ロッ パ 各 地 
の 空 の 便 に 大 き な 影 響 が 出 ま し た 。JAXA 
で は 陸 域 観測 技術 衛星 「 だ いち 」 搭載 の 
高 性 能 可 視 近 赤 外 放射 計 2 型 (アブ ニー 
ル ・ ツ ー) に よる 緊急 観測 を 実施 し まし た 。 
4 月 17 日 の 画像 で は 、 火 口 付 近 か ら 噴 煙 
が 勢い よく 上 が っ て いる 様子 を 確認 する こ 
と が で きま し た 。 4 月 21 日 に は 火口 付近 
か ら 出 る 噴煙 の 量 と 勢い が 、17 日 に 比べ 
弱く な っ て いる 様子 を 確認 する こと が で き 
ます 。 取得 し た 画像 は 、 国 内 防災 機関 へ 提 
供し まし た 。JAXA で は 今後 も 当該 地域 
を 継続 し て 観測 する 予定 で す 。 
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